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今年度の働き方改革重点項目（昨年度までの業務改善モデル校としての取組の継承と新たな取組） 

 

 

 ◎よく考えて進んで行う子 

 ○心ゆたかで思いやりのある子  ○健康で最後までやりぬく子 

令和７年度 学校経営方針 

④地域社会の一員として、自主的、自立的に 
解決に向かう活動＜サービス・ラーニング＞ 

 
③一人ひとりが学びの振り返り 
来週の予定をスケジューリング 
＜学びの目標と見通し＞ 

①学びの動機付けや幅広
い資質・能力を育成する 
＜田Ｑタイム＞ 

 

②学習方法や
進度を選択・
調整しながら
取り組む 
＜ホップタイム＞ ⑤児童一人ひとりの特性や学習進度、学習到達

度等に応じた学習＜教育活動支援員活用＞ 
 

⑥道徳授業地区公開講座における
児童および地域を含めた様々な
立場・年齢の方々と意見交流 
＜人権教育・道徳教育の充実＞ 

 

⑧相互理解や思いやりの気持ちを大切にする人格
形成、副籍制度に基づく交流及び共同学習の計
画的実施＜特別支援教育の推進＞ 

 

⑨生み出した時間であるＤＤＴ（田道タイム）の一部を
活用して、児童集会及び縦割り班活を毎月実施 

＜共感的な人間関係構築＞ 

⑩運動への苦手意識をなくし、基
礎的な体力の向上を図るため、
学校健康トレーナーと連携して、
一人ひとりの課題に応じた運動
指導実施＜健康教育の推進＞ 

⑫食に関する正しい知識を身に付け、自ら健康管理
ができる力を養うため、栄養バランスの良い献立や
日本各地・世界各国の郷土料等の特別給食を提供 

＜食育活動の充実＞ 

⑪毎月、ＤＤＴ（田道タイム）の一部を活用して体力
アップタイムを実施＜運動に親しむ態度育成＞ 

 知 

徳  体 

 保護者  地域 

 教員 

 田道の子 

 

本校の現状と課題 
＜目黒区学力学習状況調査および体力テストの結果＞ 

●学力：区内では低位、体力：低下傾向 

⇒学校全体としての学力向上、授業力向上、体力向上が課題 

＜四者（児童・保護者・地域・教員）の学校評価結果＞ 

○四者ともに肯定的評価向上 

●保護者･地域から「わからない」との回答多し 

⇒教育活動発信の工夫 

 

＜組織力強化＞・・・・・・・・・・・・・職層ごとの職務意識向上、ＯＪＴ研修の充実 

＜校内研究・研修の充実＞・・・・推進部を中心に全教員が分担して行う研究   

＜業務改善継承と新取組＞… ①各分掌の職務内容の見直し、見える化 

②主体的な会議の実施（必要な会議を必要な時に行えるよう、希望日を出し合い、調整） 

③昨年度行った業務効率化への取組継続、および、在校時間約３割減の維持、拡大 

 ④適切な情報発信（Home＆School と HPでの情報および紙配付の精査） 

 

働き方改革 

＜働き方改革の本来の目的達成を目指す＞
教員が子どもたちと向き合う時間を創出す
るとともに、心身の健康を保持し、誇りとやり
がいをもって勤務できる環境を確保する。 

 

今年度の取組 
○学校教育目標を踏まえた活動を行う。 

⇒学校教育目標に関連した校長講話を年間で計画し、

目標達成に向けての意識向上を図る。 
○特色ある取組を具現化し、１２の取組を実践する。 

○時程を見直し、学びの午前、活動の午後の効率化を図る。 

○２年間、業務改善モデル校として取り組んだ実践の継承と 

  更なる改善としての新たな取組を実践する。 


